
【

報

告

】

「
第
六
垂
水
丸
の
遭
難
を
語
り
継
ぐ
会
」
を
開
催

四
〇
名
を
超
え
る
参
加
者

垂
水
市
立
図
書
館

【
伊
集
院
会
長
の
あ
い
さ
つ
】

二
月
一
日
（
土
）

午
後
一
時
半
か
ら
、

垂
水
市
立
図
書
館

一
階
で
「
第
六
垂

水
丸
の
遭
難
を
語

り
継
ぐ
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
集
院
会
長
の

挨
拶
、
遭
難
当
時

の
時
代
背
景
の
報

告
の
後
、
史
料
集

の
中
か
ら
二
篇
の

体
験
記
を
選
び
お

話
サ
ー
ク
ル
「
野

い
ち
ご
」
の
皆
さ

ん
が
朗
読
を
行
い

ま
し
た
。
休
憩
の

後
、
遺
族
の
川
井

田
稔
氏
、
当
時
を

知
る
川
畑
賢
矩
氏

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

対
談
で
当
時
の
思

い
出
を
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

参
加
者
は
鹿
児

島
市
や
大
隅
の
各

市
町
か
ら
四
〇
名

を
超
え
て
、
朗
読

や
対
談
に
熱
心
に

聞
き
入
り
、
意
見
交
換
で
も
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【

お
知
ら
せ

】
―

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

―

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
半
か
ら
、
垂
水
市
民
館
で
郷
土
史
・
文

化
財
な
ど
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ

が
基
本
で
す
が
、
市
内
に
残
る
文
化
財
や
史
跡
め
ぐ
り
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
連
絡
先090

―2586

―1714

瀬
角
】

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

山
田
義
之

出
水
武
家
屋
敷
・
麓
見
学

一
月
二
十
三
日
、
三
一
名
の
参
加
で
雨
模
様
の
早
朝
の
出
発
だ
っ
た
が
、
目

的
地
に
着
く
頃
に
は
す
っ
か
り
晴
れ
上
が
り
、
絶
好
の
研
修
日
和
と
な
っ
た
。

最
初
は
「
日
本
遺
産
」
と
な
っ
た
「
出
水
の
武
家
屋
敷
」
の
見
学
。
我
々
は

最
初
三
年
前
に
出
来
た
「
出
水
麓
歴
史
館
」
で
簡
単
な
レ
ク
チ
ュ
ア
を
受
け
、

そ
し
て
い
よ
い
よ
百
五
十
年
の
歴
史
の
あ
る
「
竹
添
（
た
け
ぞ
え
）
邸
」
の

見
学
。
丁
寧
な
良
い
ガ
イ
ド
を
受
け
つ
つ
、
邸
内
を
ゆ
っ
く
り
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。

庭
も
雑
草
一
つ
な

い
よ
う
に
手
入
れ
さ

れ
て
い
た
。
次
は
二

百
五
十
年
の
歴
史
の

あ
る
「
税
所
（
さ
い

し
ょ
）
邸
」
、
さ
す
が

と
思
え
る
よ
う
な
粋

な
つ
く
り
で
あ
っ
た
。

屋
内
の
一
角
に
、
雨

の
日
で
も
弓
矢
の
練

習
が
出
来
る
よ
う
な

場
所
も
設
け
ら
れ
て

い
た
。
囲
炉
裏
端
の

一
辺
は
一
枚
板
で
覆

わ
れ
、
非
常
時
の
逃

げ
口
だ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
２
棟
は
個
人
か

ら
出
水
市
が
買
い
上

げ
、
観
光
設
備
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

今
頃
は
丁
度
鶴
約
一
万
五
千
羽
以
上
が
越
冬
中
だ
が
、
見
学
に
立
寄
る
時
間

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
車
窓
か
ら
眺
め
ら
れ
る
田
園
に
数
羽
餌
を
つ
い
ば
ん

で
い
る
の
が
眺
め
ら
れ
た
。

今
回
の
研
修
地
出
水
・
入
来
と
も
車
窓
か
ら
は
廃
屋
が
見
え
な
か
っ
た
。

活
性
化
し
て
い
る
街
並
み
の
よ
う
だ
っ
た
。

出
水
麓
は
平
成
７
年
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ

た
。
面
積
約
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
６
ｋ
ｍ
×
７
ｋ
ｍ
）
。
江
戸
時
代
出
水
は
「
藩

の
直
轄
地
」
で
地
頭
の
支
配
下
に
あ
っ
た
（
垂
水
は
「
私
領
地
」
）
。
禄
高
は

５
万
石
（
垂
水
は
１
万
８
千
石
）
。
現
在
の
出
水
市
の
人
口
は
５
万
６
千
人
（
垂

水
市
１
万
５
千
人
）
。

出
水
麓
は
中
世
山
城
で
あ
る
出
水
城
の
麓
の
丘
陵
地
帯
を
整
地
し
て
作
ら

れ
た
所
。
そ
の
整
地
に
関
ヶ
原
の
戦
い
前
年
（
一
五
九
九
）
、
「
本
田
正
親
」

が
初
代
地
頭
に
着
任
し
て
か
ら
、
二
代
「
樺
山
美
濃
守
久
高
」（
在
職
二
二
年
）
、

三
代
「
山
田
有
栄
（
あ
り
な
が
）
」
（
昌
嚴
〈
し
ょ
う
げ
ん
〉
：
在
職
二
八
年
、

関
ヶ
原
で
の
敵
中
突
破
の
一
員
）
の
治
世
下
ま
で
約
三
〇
年
か
か
っ
た
。
薩

摩
の
国
境
の
町

と
し
て
、
轄
防
衛

上
重
要
な
町
で

あ
っ
た
。
武
家
屋

敷
群
の
街
並
み

は
玉
石
垣
で
囲

ま
れ
て
い
る
が
、

こ
の
丸
味
を
帯

び
た
石
は
廻
り

を
流
れ
る
「
米
ノ

津
川
（
広
瀬
川
）
」

か
ら
採
取
し
た

も
の
で
あ
る
。

宝
暦
年
間
（
一

七
〇
四
～
一
七

一
一
）
に
藩
主
島

津
吉
貴
の
命
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
「
五
万
石
溝
の

工
事
」
等
、
江
戸

時
代
を
通
し
て

七
回
も
の
干
拓



工
事
が
行
わ
れ
、
約
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
出
来
た
。（
垂
水
の
よ
め

じ
ょ
川
に
よ
る
水
田
の
拡
張
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

昼
食
は
近
く
の
「
な
ご
み
亭
」
で
美
味
し
い
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
（
フ
ラ
ン

ス
料
理
？
）
を
頂
い
た
。
昼
食
の
後
、
楽
し
み
の
お
買
い
物
タ
イ
ム
と
し
て

近
く
の
物
産
館
「
特
産
館
い
ず
み
」
に
立
寄
っ
た
。
出
水
特
産
の
ミ
カ
ン
等
、

豊
富
に
並
ん
で
い
た
。

入
来
院
麓
の
見
学

出
水
を
出
発
し
て

か
ら
約
１
時
間
で

入
来
院
到
着
。
入
来

院
は
「
私
領
地
」
で

入
来
院
氏
が
統
治

し
て
い
た
。
（
約
５

千
石
）
見
学
の
時
間

が
短
か
っ
た
の
で
、

玉
石
垣
（
玉
石
は
廻

り
を
流
れ
る
樋
脇

川
か
ら
採
取
）
の
街

並
み
を
歩
い
た
後
、

①
旧
増
田
家
住
宅

（
オ
モ
テ
と
ナ
カ

エ
か
ら
な
る
別
当

型
民
家
）
と
、
②
か

や
ぶ
き
門
（
鎌
倉
時

代
の
武
家
屋
敷
に

設
け
ら
れ
た
武
家

門
で
茅
葺
き
の
立

派
な
屋
根
を
着
け

た
門
）
の
２
カ
所
を
見
学
し
た
。
街
並
み
は
と
て
も
清
潔
で
素
晴
ら
し
く
、

旧
増
田
家
住
宅
の
ガ
イ
ド
の
案
内
も
好
ま
し
く
、
満
足
だ
っ
た
。

入
来
院
の
歴
史；

一
二
四
八
年
、
三
浦
泰
胤
の
乱(

宝
治
合
戦)

で
千
葉
泰
胤

が
討
た
れ
、
彼
が
所
領
し
て
い
た
国
の
高
城
、
東
郷
別
府
、
入
来
院
、
祁
答

院
が
渋
谷
光
重
に
与
え
ら
れ
た
。
光
重
は
将
軍
の
許
可
を
得
て
、
所
領
を
六

人
の
子
供
に
分
割
し
た
（
渋
谷
五
族
）
。
五
男
「
定
心
」
に
入
来
院
を
与
え
た
。

「
定
心
」
が
移
住
し
た
時
、
入
来
院
に
は
軍
司
系
領
主
の
「
與
田
氏
」
が
お

り
、
両
者
は
緊
張
関
係
を
引
き
ず
っ
た
。
し
か
し
徐
々
に
入
来
院
氏
が
勢
力

を
強
め
て
い
っ
た
。
三
年
目
に
は
領
主
経
営
の
基
礎
を
固
め
た
。
渋
谷
一
族

は
薩
摩
で
島
津
氏
と
所
領
経
営
を
競
っ
た
。
十
一
代
重
總
は
薩
州
島
津
家
と

対
抗
し
、
相
州
島
津
家
の
貴
久
に
末
娘
を
嫁
が
せ
た
（
義
久
・
義
弘
・
歳
久

の
御
母
堂
）
。
渋
谷
五
族
の
中
で
唯
一
近
世
に
も
領
主
と
し
て
存
続
し
「
一
所

持
」
な
る
大
身
分
を
確
保
し
た
。
受
領
以
来
明
治
維
新
ま
で
約
六
〇
〇
年
に

わ
た
っ
て
一
国
を
統
治
し
た
。

文
化
会
館
に
帰
着
し
た
の
は
予
定
の
一
時
間
遅
れ
だ
っ
た
が
、
事
故
も
な

く
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
研
修
旅
行
だ
っ
た
。

参
加
し
た
史
談
会
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
大
満
足
の
よ
う
で
し
た
。
し
か
し

垂
水
の
文
化
財
に
対
す
る
取
り
組
み
の
遅
れ
を
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
る
一
日

で
し
た
。
団
長
の
伊
集
院
統
氏
は
今
度
「
日
本
遺
産
」
に
な
っ
た
の
こ
り
の

九
麓
を
す
べ
て
研
修
し
よ
う
と
声
を
大
に
し
て
お
ら
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
麓
」
視
察
に
つ
い
て

後
迫
智
洋

垂
水
市
と
と
も
に
日
本
遺
産
認
定
と
な
り
、
い
ず
れ
も
国
（
文
化
庁
）
の

重
要
伝
統
建
造
物
群
保
存
地
区
（
武
家
町
）
に
認
定
さ
れ
、
ま
た
武
家
屋
敷

群
を
観
光
地
と
し
て
整
備
し
て
い
る
出
水
市
出
水
麓
、
茅
葺
門
で
有
名
な
薩

摩
川
内
市
入
来
麓
に
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
は
「
外
城
」
と
呼
ば
れ
る
地
方
支
配
の
拠
点
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の

「
外
城
」
で
政
務
や
地
方
警
護
を
担
う
武
士
の
住
居
と
陣

地
を
兼
ね
た
町
は
麓
と
呼
ば
れ
、
藩
内
に
は
約
百
か
所
存
在
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
肥
後
国
（
現
在
の
熊
本
県
）
と
の
境
に
近
く
、

防
衛
上
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
出
水
麓
の
「
外
城
」
は
、
藩
内
で
最
初
に
築

か
れ
、
規
模
も
最
大
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
の
散
策
拠
点
と
し
て
平
成
二
九
年
五
月
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
出
水
麓
歴
史
館
で
は
、
館
内
に
は
、
鎧
・
兜
な
ど
の
武
具
、
古
文

書
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
空
撮
映
像
や
ジ
オ
ラ
マ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
年

表
な
ど
に
よ
り
出
水
麓
武
家
屋
敷
群
の
歴
史
と
文
化
を
子
供
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
地
元
の
観
光
ガ
イ
ド

の
武
家
屋
敷
内
見
学
や
、
食
事
す
る
場
所
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
観
光
地
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

「
フ
レ
ン
チ
御
膳

麓

な
ご
み
亭
」
は
、
武
家
屋
敷
の
外
観
そ
の
ま
ま

に
、
緑
庭
の
一
軒
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
地
元
出
水
の
食
材
を
使
っ
た
洗
練
さ

れ
た
ラ
ン
チ
を
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
事
の

際
の
女
子
会
の
盛
り
上
が
り
（
建
造
物
だ
け
で
な
く
、
食
事
、
お
土
産
の
話

な
ど
）
を
見
て
、
歴
史
的
観
光
地
と
し
て
見
落
と
し
が
ち
な
、
女
性
・
食
の

視
点
は
、
垂
水
市
の
観
光
経
済
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

旅
の
終
わ
り
に
、
入
来
麓
に
伺
い
ま
し
た
。

入
来
麓
は
中
世
の
清
色
城
跡
と
蛇
行
し
た
樋
脇
川
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
作

ら
れ
た
，
防
御
性
の
高
い
麓
で
す
。
中
世
の
曲
線
的
な
道
沿
い
の
町
な
み
と
，

近
世
に
拡
張
整
備
さ
れ
た
格
子
状
の
整
然
と
し
た
区
画
の
，
２
つ
の
対
照
的

な
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
地
の
領
主
で
あ
っ
た
入
来
院
家
の
茅
葺
き

に
よ
る
武
家

門
が
有
名
で

す
。
し
か
し
、

全
国
に
あ
る

国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物

群
保
存
地
区

で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、

入
来
麓
ほ
ど

観
光
商
業
化

さ
れ
て
い
な

い
保
存
地
区

は
少
な
く
、

稀
有
な
存
在

と
の
こ
と
で

し
た
。
静
か

な
佇
ま
い
の

な
か
で
普
通

の
日
常
生
活

が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
通
が
好
む
保
存
地
区
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
、
垂
水
市
の
今
後
の
麓
の
活
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
た
る
み
ず
春
秋
―

灰
汁
巻
や
か
ま
ど
の
火
守
つ
か
ま
つ
る

末
吉
壮
次

鹿
児
島
の
食
べ
物
・
灰
汁
巻
（
あ
く
ま
き
）
作
り
は
忙
し
い
。
そ
し
て
女

性
た
ち
が
腕
を
振
る
う
独
壇
場
と
言
っ
て
も
よ
い
。
男
ど
も
が
下
手
に
口
出

し
で
き
な
い
よ
う
な
場
に
一
変
す
る
。
だ
か
ら
今
日
は
叱
ら
れ
な
い
よ
う
に

釜
の
下
に
薪
を
く
べ
な
が
ら
し
っ
か
り
と
「
火
の
守
（
も
り
）
」
に
徹
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

「
つ
か
ま
つ
る
」
で
力
関
係
が
わ
か
り
ま
す
。

（
文
章
：
瀬
角
龍
平
）


